
)

)

サケ科漁類遡上効栗 のモニタリングについて（案）

1モ ニ タ リングの 目的

河川 工作物 改良後に、サケ科魚類の遡上状況等を把握 し、施設の改良効果を検

証す ることを目的 とする。

2モ ニ タ リングの方法

(1)改 良 した河川 工作物 の下流部 に遡上障害物がない場合

改良前 と改良後において、効果把握のための調査を行 う。ただ し、利用可能

な改良前の調査結果がある場合はそれ を使用する。

ア 調査方法

河川工作物の上下流部において、サケ科魚類の遡上数等を調査す る。

イ 対象魚種

シロザケ及びカラフ トマスとす る。

ウ 調査時期及び期間

調査時期は、9月 ～11月 に毎月1回 程度調査 を実施す る。

調査期 間は、施設改良後3年 間 を 目途 に実施す る。

工 施設 の改良効果の判断

調査結果を踏まえて、河川環境及び河川工作物の構造等から総合的に判断す

る。判断に当っては専門家の指導 を仰 ぐ。

(2)改 良 した河川 工作物 の下流 に遡 上障害物がある場合

ア 調査方法

改良 した河川工作物直下のプールにサケ科魚類 を人為的に放流(1放 流 当

り10～20匹 程度 の雄 ・雌 をサ ンプル とす る)し て、改良 した河川 工作物 の

上流 における遡上数等を調査す る。

イ 放流魚種

シロザケ及びカラフ トマスとす る。

ウ 調査時期及び期間

調査時期は、9月 ～10月 に毎月1回 程度調 査 を実施す る。

調査期 間は、施設改良後3年 間を 目途 に実施す る。

工 施設 の改良効果の判断

調査結果 を踏まえて、河川環境及び河川工作物の構造等か ら総合的に判断す

る。判断に当っては専門家の指導を仰ぐ。

3そ の他

遡上数 の推移 を把握 し、今後の工法の改良に期する。
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